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近所で支える・みんなで支える 



岡
田 

 

悟 

座
」
の
開
催
を
準
備
中
で
す
。 

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

か
、
地
域
担
当
の
民
生
委
員
が
安
否
確

認
の
た
め
見
守
る
世
帯
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。 

な
か
で
も
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
に
対
す
る
声
掛
け
等
、
地
域
全

体
で
の
見
守
り
活
動
が
大
変
重
要
に
な

っ
て
来
る
こ
と
は
必
然
で
す
。 

当
地
区
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
自

治
会
連
合
会
、
民
生
・
児
童
委
員
協
議

会
や
各
地
域
の
福
祉
委
員
さ
ん
達
の
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
見
守
り
活
動
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
重
点
施
策
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
著
し
い
増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知

症
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
、
認
知
症
と
い
う
症
状
を
理

解
対
応
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
各
支
部

ご
と
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

                               

                     

  

 

    

 

   

４
月

29
日
、
平
成

29
年
度
社

協
定
期
総
会
を
開
催
。
岡
田
悟
会

長
の
「
見
守
り
」
と
「
支
え
合
い
」

を
重
点
に
す
る
と
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
小
玉
秀
生
氏
を
選
出
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

28
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
監
査
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

29
年
度
役
員
、
事
業
計
画
が
提
案 

 
 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
し
い
副
会

長
に
清
水
幹
雄

氏
、
蓜
島
守
氏

を
選
任
し
、
提

出
さ
れ
た
議
案

は
全
て
了
承
さ

れ
、
総
会
は
無

事
に
終
了
し
ま

し
た
。 

            

 

新

副

会

長

選

任 

定期総会開催 

清
水 

幹
雄 

 

馬
宮
地
区 

 

民
児
協
会
長 

蓜
島 

 

守 

 

馬
宮
地
区 

 

自
治
連
副
会
長 

馬
宮
地
区
社
協
会
長 

団
塊
世
代
の
最 

初
の
代
が
、 

70
歳
に
な
る 

今
年
、
超
高 

齢
化
社
会
に
一 

歩
一
歩
向
か
う
な 

 

『
認
知
症
』
の
理
解
を
深
め
て 

き
め
細
か
い
「
見
守
り
活
動
」
を 

    

 

馬
宮
地
区
社
協
役
員 

事
務
局 

会 

長 

岡
田 

 

悟 

副
会
長 

清
水 

幹
雄 

 

蓜
島 

 

守 

会 

計 

鈴
木 

孝
夫 

 

相
部 

忠
徳 

監 

査 

下
田 

又
夫 

 

都
築 

康
介 

Ｃ 

Ｏ 

関
根 

ゆ
か
り 

総
務
部
会 

池
田 

金
作 

 

池
田 

桂
子 

岡
田 

 

建 
 

都
築 

正
四
郎 

小
玉 

秀
生 

 

齋
藤 

栄
司 

広
報
部
会 

杉
山 

弘
政 

 

宮
本 

雅
子 

武
笠 

精
一 

 

新
倉 

芳
江 

荒
井 

輝
好 

 

相
良 

富
喜
子 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会 

川
添 

修
司 

 

山
川 

悦
子 

田
中 

京
子 

 

相
澤 

み
ず
え 

清
水 

康
男 

 

葛
西 

栄
子 

太
刀 

一
己 

 

齋
藤 

 

昇 

事
業
部
会(

福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
科
会)

 

佐
藤 

孝
子 

 

髙
田 

ゆ
か
り 

岡
田 

眞
理
子 

坂
本 

朱
美 

蓜
島 

教
文 

 

関
根 

 

清 

安
藤 

伸
夫 

 

蓜
島 

晴
子 

大
村 

婦
美
代 

事
業
部
会(

地
域
福
祉
分
科
会)

 

古
瀬 

和
夫 

 

常
田 

秀
子 

中
野 

治
代 

 

小
峰 

貞
夫 

本
間 

正
子 

 

伊
藤 

美
佳
子 

鈴
木 

映
男 

 

伊
藤 

光
男 

渡
辺 

俊
男 

 

鈴
木 

昌
子 

柄
島 

亜
希
子 

清
水 

徹
雄 

福
祉
施
設 

青
山 

 

茂 
 

高
橋 

清
子 

佐
田 

文
子 

相
談
役 

木
下 

國
臣(

現
馬
宮
地
区
自
治
連
会
長)

 

黒
岩 

 

清(

前
馬
宮
地
区
自
治
連
会
長)

 

矢
部 

恒
男(

前
馬
宮
地
区
社
協
会
長)

 

 

 

29年4月 定期総会

5月 日赤募金

賛助会員募集

理事研修会

広報誌発行

6月 馬宮地区老人クラブ主催「Ｇ・Ｇ大会」共催

馬宮地区合同研修・親睦会

７月 健康福祉事業「健康教室＆ペットボウリング大会」

9月 広報誌発行

10月 青少年育成馬宮地区会主催

「世代間ふれあい交流Ｇ・Ｇ大会」共催

11月 共同募金

12月 歳末たすけあい募金

世代間交流ふれあい事業

「絆コンサート・インまみや」

馬宮まごころ基金

30年１月 広報誌発行

青少年育成馬宮地区会主催

「ふれあいコンサート」共催

2月 世代間交流ふれあい事業

「菜の花ふれあい会」

3月 馬宮地区老人クラブ主催「Ｇ・Ｇ大会」共催

弥生ふれあい会

 通     年  〇　会食サービス事業（8月は除く）

会食ボランティア研修・親睦会(年1回)

 〇　見守り推進委員会（福祉委員研修を含む）

 〇　包括支援事業（認知症講座）

 〇　地域福祉行動計画策定

4  回 / 年　

平成29年度馬宮地区社会福祉協議会事業計画

１ ～2 回/ 年　



 

水
ぬ
る
む
弥
生
３
月
、
季
節
の
お
食

事
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

第
二
回
「
弥
生
ふ
れ
あ
い
会
」
が
14
日
、

馬
宮
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
馬
宮
地
区
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
40
名
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
、
活
気
溢
れ

▼
土
屋
高
齢
者
サ
ロ
ン
（
元
気
快
！
）

▼
ウ
エ
ス
ト
・
ビ
ィ
ン
ズ
（
飯
田
新
田

女
性
サ
ロ
ン
）
▼
遊
遊
サ
ロ
ン
（
高
齢

者
サ
ロ
ン
）
▼
宿
東
間
自
治
会
（
三
世

代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）
▼
い

ろ
は
お
茶
会
サ
ロ
ン
（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）

▼
第
二
亀
鶴
会
（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）
▼

第
二
亀
鶴
会
（
大
宮
北
特
別
支
援
学
校

手作り土産を持って見守り訪問(二ツ宮東区) 

 

齢
者
健
康
づ
く
り
事
業
）
▼
馬
宮
朗
読

の
会
03
▼
二
ツ
宮
東
区
自
治
会
（
高
齢

者
見
守
り
訪
問
）
▼
上
サ
カ
ヨ
ウ
会
（
高

齢
者
サ
ロ
ン
）
▼
宿
東
間
子
ど
も
会
▼

高
木
サ
ロ
ン
ペ
ッ
ト
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
会

▼
指
扇
住
宅
健
康
体
操
会
▼
西
遊
馬
団

地
地
域
福
祉
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

  

る
会
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
初
に
体
を
ほ
ぐ
す
健
康
体
操
か

ら
始
ま
り
、
皆
で
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を

合
唱
。
そ
し
て
お
待
ち
か
ね
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
く
ら
草
」
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
五
目
ち
ら
し
寿
司
を
メ

イ
ン
と
し
た
手
料
理
の
品
々
に
は
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
大
満
足
。 

 

お
食
事
の
後
は
、
「
福
笑
来(

ふ
く
わ

ら
い)

」
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
る

小
話
と
懐
メ
ロ
で
、
楽
し
い
時
間
は
瞬

く
間
に
過
ぎ
、
今
年
の
食
事
会
は
名
残

り
惜
し
く
も
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

皆さんのまごころに感謝 
  コミュニティがつむぐ地域力 

で
す
が
、
二
年
目
の
今
年
は
前
年
度
よ

り
５
件
多
い
20
団
体
に
、
ま
ご
こ
ろ
の

お
裾
分
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確

実
に
広
が
っ
て
ゆ
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
手
応
え
を
感
じ
、
ま
ご
こ
ろ
を
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。 

 

               

                 

                     

           

                         

       

                      

 

  

補
助
金
交
付
団
体 

 

皆
さ
ん
の
ま
ご
こ
ろ
が
詰
ま

っ
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の

一
部
を
還
元
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
よ
う
と
始

め
た
「
馬
宮
ま
ご
こ
ろ
基
金
」 

弥生ふれあい会
 

馬
宮
ま
ご
こ
ろ
基
金 

 

 

西
分
校
生
徒
と
の
交
流
）
▼
双
葉
子
供

会
▼
土
屋
大
宮
ハ
イ
ツ
ふ
れ
愛
の
会

（
高
齢
者
サ
ロ
ン
）
▼
さ
く
ら
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
同
好
会
（
高
齢
者
健
康
事
業
＆

サ
ロ
ン
）
▼
南
ふ
れ
あ
い
会
（
高
齢
者

サ
ロ
ン
）
▼
二
ツ
宮
南
区
自
治
会
（
世

代
間
交
流
餅
つ
き
）
▼
第
一
亀
鶴
会
（
高

 平成２８年度 決算報告 

⑴ 収入の部（単位：円）  
平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日  

科 目  金 額 摘 要 

前年度繰越金  1,574,378  

敬 老 会 市交付金 2,727,600 さいたま市より  

事 業 費 市 社 協 441,700 事務所経費・事業費賛助会費  

雑 収 入  30,150 寄付金・利息  等  

募金配分金  1,929,552  

 

日赤募金 5,690 日本赤十字社手数料  

共同募金 300,000 共同募金実績より  

賛助会費 684,585 賛助会費実績より  

歳末たすけあい  939,277 歳末募金実績より  

合 計  6,703,380  

⑵ 支出の部（単位：円）  

科 目  金 額 摘 要 

事務所経費   760,328  

 

総 会 費 96,434 総会資料代 他  

会 議 費 25,323 お茶代・会場使用料  他  

通 信 費 122,015 電話・HP・郵便代 等  

備 品 費 144,506 パソコン・外付ハードディスク 等 

消耗品費 115,818 コピートナー・印刷機インク・用紙 他 

光 熱 費 16,066  

ホームページ製作費  240,166  

事 業 費  3,804,755  

 

敬 老 会 2,727,600 自治会助成金  

会食の集い  223,329 さくら草助成・会食サービス  

慰問事業 526,762 高齢者・障害者等への配分  他  

レク・その他  167,064 健康教室・講演会 他  

各種団体共催  60,000 馬老協・青少年育成会  

研修費  100,000 馬宮地区合同研修会  

広 報 費  443,875 印刷代・取材費・送付代 他  

渉外費・雑費  34,291 慶弔費 他  

予 備 費  1,660,131 次年度へ繰り越し  

合 計  6,703,380  

⑶ 積立金（単位：円）  

事務機器補修等積立金  1,000,012 印刷機補修費  等  

⑷ 募金取扱い金額（単位：円）  

募 金 日赤募金 609,200 自治会連合会より  

 

共同募金 1,059,450     〃  

賛助会費 
944,700     〃  

300,000 プラザ自治会より  

歳末たすけあい 958,482 自治会連合会より  

合 計  3,871,832  

尚、平成 29 年度の予算については、紙面の都合により省略させて頂きます  

※ 詳細を知りたい方は、社協事務所にて総会資料をご覧ください  

 

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に 

年
に
一
度
の
お
楽
し
み
会
開
催 



馬
宮
地
区
で
は
「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
地

域
」
を
目
指
し
て
、
各
自
治
会
ご

と
に
高
齢
者
等
の
「
見
守
り
活

動
」
を
推
進
中
で
す
が
、
活
動
状

況
に
地
域
差
が
あ
る
の
が
現
状

で
す
。 

 

そ
こ
で
、
研
修
、
情
報
交
換
の

場
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

見
守
り
推
進
委
員
会
が
１
月

28

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
と
グ

ル
ー
プ
討
議
の
二
部
構
成
で
行

わ
れ
、
福
祉
委
員
を
含
む
推
進
委

員
71
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

小
さ
な
背
に
大

き
な
ラ
ン
ド
セ
ル 

の
新
一
年
生
も
新
し
い
世
界
に
飛
び
出

し
、
学
校
生
活
に
慣
れ
て
き
た
頃
で
し

ょ
う
か
。 

馬
宮
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
も
定
期

総
会
を
開
催
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
誰
に
で
も
同
じ
よ
う
に
ふ
り

そ
そ
が
れ
る
暖
か
な
陽
ざ
し
の
よ
う
な

活
動
を
め
ざ
し
、
今
年
度
も
皆
様
の
暮

ら
し
の
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ

て
、
45
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

講
演
の
部
で
は
、
馬
宮
地
区
社

協
会
長
岡
田
悟
氏
が
「
団
塊
世
代

が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２

５
年
問
題
と
自
助
、
互
助
の
必
要

性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し

「
地
域
支
え
合
い
の
必
要
性
」
を

訴
え
ま
し
た
。 

続
い
て
、
馬
宮
地
区
民
児
協
会

会
長
清
水
幹
雄
氏
が
「
個
人
情
報

の
保
護
・
活
用
と
見
守
り
活
動
に

つ
い
て
」
の
演
題
で
「
個
人
情
報

は
守
秘
義
務
を
遵
守
し
、
適
切
に

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

旨
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
部
の
講
演
テ
ー
マ
を
受
け
８

 
 

〈健康教室＆ペットボウリング大会開催〉 

7 月 1 日（土）午後 1 時 30 分～ 

馬宮コミュニティセンター多目的ホールにて 

定員 150 名（65 歳以上対象）/無料 

※申込みは老人会または馬宮地区社協へ 

 

 

お 知 ら せ 

グ

ル

ー

プ

討

議 
 

編

集

後

記 

子
育
て
支
援 

気になる方を地域で支える。「ちょっと助けて！」と言い合える関係 

 

地域福祉は 自助     近助     互助 

超
高
齢
化
社
会
の
課
題 

馬宮地区見守り推進委員会開催 

 

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

た
討
議
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
専
門
職
の
方
に
も
参
加

を
頂
き
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
活
発

な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
で
は
、
推
進
委
員
会
の

有
無
、
見
守
り
事
例
や
ラ
ジ
オ
体

操
、
サ
ロ
ン
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
民
生
・
児
童
委
員
、
福
祉

委
員
の
訪
問
活
動
等
多
数
の
事

例
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。 

限
ら
れ
た
時
間
の
討
議
会
で

し
た
が
今
後
も
こ
の
様
な
機
会

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

4
月

1
日
、
三
橋

6
丁
目

に
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
し(

エ
ン

ゼ
ル
キ
ッ
ズ
さ
い
た
ま
西
が
名
称
を
変

更
）
」
が
移
設
。 

●

子
育
て
中
の
親
子
同
士
の
ふ
れ
あ
い

の
場
・
出
会
い
の
場
と
し
て
、
0
～
３

歳
未
満
の
親
子
が
利
用
で
き
る
施
設
。 

◇

住
所
…
西
区
三
橋
６
丁
目
３
８
２
・

１
（
三
橋
西
保
育
所
隣
） 

◇

☏
０
４
８
・
６
２
５
・
１
３
０
０ 

 

▼
子
育
て
応
援
ダ
イ
ヤ
ル 

●

相
談
先
に
迷
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。
お
話
を
伺
い
な
が
ら
相
談
先
を
ご

案
内
し
ま
す
。 

◇

月
～
金
９
～
12
時
、
13
～
17
時
（
祝

日
・
休
日
、
年
末
年
始
除
く
） 

◇

☏
０
４
８
・
８
２
９
・
１
９
４
３ 

 


